
町田市子どもマスタープラン 

   

 

１．新規事業一覧  
   

基本目標１ 子どもが健やかに育ち一人ひとり自分の中に光るものを持っている 

   

重点目標 個別目標 新規事業 

コミュニケーション能力

を育てる 

●体験学習とボランティアのマッチング 

●町田市子ども読書活動推進計画の推進 

参加と意見表明の場や機

会をつくる 

●子どもの参加と意見表明を進める要綱づ

くり 

●市職員向けの子ども参加事業のマニュア

ルづくり（施設運営・事業実施） 

●学校・家庭・地域・行政に子どもとの関

わり方の視点を提言する 

●様々な情報拠点、ＩＴ活用により必要な

情報を提供するとともに、自由な意見交

換の場をつくる 

子どもの遊びや体験が

大切にされ、主体的に

参加し意見表明できる 

救済とやり直しの場や機

会を保障する 

●子どもセンター子ども施設での相談 

●福祉施設ボランティア体験 

●大人・子どもの双方に人権学習プログラ

ム開発と研修を進める 

乳幼児期の養護の充実 ●幼稚園教諭と保育士の交流を進める 

幼児教育の充実 

●就学前の教育・保育を一体として捉えた

総合施設の設置を検討 

●幼稚園・保育園と小学校との連携をさら

に進める 

学校教育の充実 
●幼稚園・保育園と小学校が連携し、生活

指導上の諸課題に対応 

思春期の子どもの心と体

の健康教育 

●ＮＰＯと連携したピアカウンセリング事

業 

●男女が互いの人権を尊重し合う子どもの

育ちを系統的に学ぶ機会の提供 

●父親コミュニティ支援事業       

●保育体験の拡大 

大人になっていく力を

つける（市民性の形成

を育む） 

体験活動から学ぶこと（文

化・スポーツ活動等） 

●子ども活動団体と連携した自然保護活動

（緑地保全の森） 
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基本目標２ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 

   

重点目標 個別目標 新規事業 

親スタート期を支える 

●若年出産家族支援プログラム       

●保育園の親ボランティア事業       

●プレママサークル支援          

●父親コミュニティ支援 

子育て期を支える ●つどいの広場 

男女共同の子育てを進め

る 
●啓発事業「かっこいい父さん」紹介 

親になる力を身につけ

る 

親の悩みを支える ●地域の５ブロック化のネットワーク 

保育支援 
●待機児童解消策として、保育所の創設・分

園の設置・認証保育所の増設等 

  
●緩和策として、幼稚園の預かり保育の充実

●送迎つき保育園の検討 親が働くことを支える 

サービスの質の向上と効

果的・効率的な提供の充実

●利用者評価 

●事業評価 

障がいのある子どもと家

族への支援 

●乳幼児期から学校卒業まで、一貫して相談

支援が行えるよう関係機関のネットワーク

を構築し、充実を目指す 

●一人ひとりのニーズに応じた教育の実現 

ひとり親家族への支援 

●ひとり親家族・子育て家族の市民相互援助

の仕組み 

●母子自立支援施設の検討 

●ひとり親の就業先の開拓 

外国籍家族への支援 

●地域での交流の機会や場づくりを町田国際

交流センターと連携して取り組む 

●病気やけがなどの緊急対応が必要なときの

不安感を軽減していく 

●外国籍子育て家族向けのパンフレット等の

作成に取り組む 

きめ細やかな支援が必

要な家族を支える 

被虐待児童（DV家族児童

を含む）と家族への支援 
●心のケアカウンセリング等の充実 
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基本目標３ 子どもが地域の中で大切にされている 

   

重点目標 個別目標 新規事業 

地域の人材育成と人材活

用 

●人材情報の提供（講座等修了者の紹介シス

テムの構築） 

●近隣大学との連携 

●プレーリーダー養成講座の検討 

●ファシリテーター養成講座の検討 

地元事業所・商店の関わり
●子育て支援環境整備の推進に向けた事業所

商店街との連携（空き店舗の活用） 

体験できる場 

●子ども参加の公園づくり 

●子ども活動団体と連携した自然保護活動 

●学校施設の活用を進めるため、地域と連携

し訓練された遊びを支援する人材の派遣を

検討 

交流できる場   

人と人が関わりつなが

る場をつくる（家族・

施設・学校・地域・行

政の協働） 

子どもセンター、地域子育

てセンターを中心とした

地域づくり 

●子どもセンター５館設置とその役割の明確

化 

・地域活動への支援 

・子どもセンターと地域子育て支援ネット 

ワークシステムの連携 

・相談機能の充実 

一人ひとりに情報が確

実に届く 

子どもと親への情報の確

保 

●子ども自身による情報提供を検討 

●インターネット活用のルールやモラルにつ

いてガイドラインづくりを進める 

子どもの安全・安心の確保   
みんなで安全・安心の

まちをつくる 
子育てしやすいまちづく

り 
  

   

 

 


